
令
和
八
年
三
月
二
十
六
日
、
国
民

精
神
昂
揚
運
動
合
同
研
修
会
が
琴
浦

町
の
ま
な
び
タ
ウ
ン
と
う
は
く
に
於

い
て
「
我
が
国
を
守
る
～
国
柄
と
伝

統
文
化
」
を
主
題
と
し
て
開
催
さ
れ
、

神
社
関
係
者
を
は
じ
め
一
六
三
名
が

参
加
し
た
。

第
一
部
で
は
、
皇
學
館
大
学
現
代

日
本
社
会
学
部
准
教
授
で
あ
る
村
上

政
俊
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
高
市
政
権

と
日
本
の
舵
取
り
―
元
外
交
官
の
視

点
―
」
と
題
し
た
講
演
会
が
開
催
さ

れ
た
。
村
上
氏
は
イ
ラ
ン
を
始
め
と

す
る
国
際
情
勢
に
つ
い
て
専
門
的
な

視
点
か
ら
解
説
さ
れ
た
講
演
は
、
普

段
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
伝
え
ら
れ
る

情
報
を
鵜
呑
み
に
し
が
ち
な
私
た
ち

に
と
っ
て
、
様
々
な
思
い
込
み
に
気

づ
か
さ
れ
る
内
容
で
あ
っ
た
。
今
後

鳥取市上町８７
鳥取縣神社廳
庁報編集室
0857-24-7699

廳

報

廳

報は
、
国
際
問
題
を
よ
り
多
面
的
に
捉

え
る
視
点
を
持
つ
べ
く
積
極
的
に
知

識
を
深
め
て
い
く
必
要
性
を
強
く
感

第
二
部
の
研
究
討
議
の
様
子

祝祭日には
国旗を掲揚
しましょう

じ
た
。

続
く
第
二
部
で
は
、
神
社
本
庁
の

過
疎
地
域
神
社
活
性
化
施
策
を
受
け

た
松
崎
神
社
敬
神
会
長
立
木
肇
氏
、

上
小
鴨
神
社
総
代
長
多
賀
正
樹
氏
、

第
二
期
で
拠
点
神
社
を
務
め
た
倭
文

神
社
禰
宜
米
原
尊
信
氏
、
神
青
会
長

前
田
伊
都
岐
氏
が
登
壇
者
し
、
小
田

成
範
教
化
委
員
司
会
の
も
と
「
神
社

祭
祀
と
地
域
の
活
性
化
」
を
テ
ー
マ

に
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。
今

回
は
初
め
て
神
社
役
員
を
登
壇
者
に

迎
え
て
討
議
を
行
い
、
実
際
に
事
業

を
担
当
さ
れ
て
い
る
方
々
か
ら
の
生

の
意
見
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
貴
重

な
機
会
と
な
っ
た
。

今
後
は
、
各
神
社
が
地
域
に
本
研

修
の
内
容
を
持
ち
帰
り
、
氏
子
と
協

力
し
な
が
ら
祭
祀
や
文
化
活
動
を
展

開
し
、
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
取

り
組
み
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
に
期

待
し
た
い
。

最
後
に
、
中
嶋
俊
史
教
化
部
長
よ

り
研
修
の
ま
と
め
が
行
わ
れ
、
陶
山

健
太
郎
神
政
連
鳥
取
県
本
部
副
幹
事

長
先
導
の
も
と
、
聖
寿
の
万
歳
を
寿

ぎ
閉
会
と
な
っ
た
。

（
文
責

渡
邊
香
里
）

令
和
八
年
二
月
二
十
四
日
、
鳥
取

縣
神
社
庁
神
殿
祭
が
、
神
社
庁
役
員
、

支
部
長
、
総
代
会
地
区
会
長
、
被
表

彰
者
、
財
政
協
力
者
参
列
の
も
と
に

斎
行
さ
れ
た
。
併
せ
て
令
和
七
年
度

の
神
社
廳
長
表
彰
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

神
殿
祭
は
、
神
社
の
例
祭
に
あ
た

り
神
社
庁
の
設
立
日
で
あ
る
二
月
二

十
四
日
に
毎
年
斎
行
さ
れ
る
。
米
原

尊
仁
庁
長
が
斎
主
を
務
め
、
鳥
取
県

神
道
青
年
会
会
員
三
名
が
奉
仕
し
た
。

神

殿

祭

神
社
庁
の
祭
典
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宇
倍
神
社
宮
司

金
田
祐
季

宇
倍
神
社
の
神
幸
祭
で
は
全
国
屈

指
の
大
神
輿
が
担
ぎ
出
さ
れ
ま
す
。

写
真
で
見
る

昔
の
祭
礼
行
事

「
神
幸
祭
」
御
旅
所
の
様
子

そ
の
中
で
も
御
旅
所
神
事
が
一
つ

の
見
所
。
昭
和
三
十
年
代
ま
で
神
社

本
殿
裏
に
あ
る
「
ゴ
ゼ
ン
ジ
バ
」
と

言
わ
れ
る
所
が
御
旅
所
で
し
た
。

今
で
は
杉
林
と
な
り
そ
の
面
影
も

な
く
、
近
年
は
マ
ル
イ
国
府
店
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
御
旅
所
を
移
し
、

多
く
の
皆
様
に
ご
覧
戴
い
て
お
り
ま

す
。

因
幡
国
の
一
の
宮
で
、
明
治
四

年
五
月
に
国
幣
中
社
に
列
せ
ら
れ
、

明
治
三
二
年
、
大
正
五
年
、
昭
和

一
八
年
発
行
の
五
円
、
一
円
紙
幣

に
、
御
祭
神
の
武
内
宿
禰
命
の
肖

像
画
と
と
も
に
、
社
殿
が
載
せ
ら

れ
た
。

宇
倍
神
社

上
小
鴨
神
社
宮
司

井
上
雅
也

令
和
六
年
七
月
一
日
、
倉
吉
市
鴨

河
内
の
上
小
鴨
神
社
が
、
神
社
本
廳

の
第
三
期
過
疎
地
域
神
社
活
性
化
推

進
施
策
の
指
定
神
社
に
選
定
さ
れ
ま

し
た
。

当
初
は
驚
き
ま
し
た
が
、
貴
重
な

機
会
を
い
た
だ
き
あ
り
が
た
く
も
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。
事
業

の
実
施
期
間
は
令
和
七
年
か
ら
の
三

年
間
で
す
が
、
何
か
ら
始
め
た
ら
良

い
の
か
分
か
ら
ず
、
鳥
取
県
神
社
庁
、

過
疎
地
域
神
社
活
性
化

推
進
施
策
の
指
定
を
受
け
て

上
小
鴨
神
社

令和８年６月３０日 鳥 取 縣 神 社 廳 報 第１０８号 （２）
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第
二
期
の
指
定
神
社
で
あ
る
東
伯
郡

湯
梨
浜
町
の
松
崎
神
社
の
渡
邊
宮
司

さ
ん
に
相
談
し
、
ま
ず
は
氏
子
総
代

を
中
心
と
し
た
実
行
委
員
会
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。

三
年
の
期
間
の
中
、
一
年
目
に
事

業
計
画
策
定
、
二
年
目
に
事
業
実
施
、

三
年
目
に
事
業
の
総
括
と
、
今
後
の

地
域
活
性
化
に
繋
が
る
取
組
を
考
え

る
予
定
で
す
。
早
い
も
の
で
本
施
策

も
今
年
で
二
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

上
小
鴨
神
社
で
は
大
き
な
事
業
で

は
な
く
、
今
の
当
社
に
足
り
な
い
も

の
、
今
後
参
拝
者
に
来
て
も
ら
う
為

に
必
要
な
も
の
、
又
、
地
域
の
活
性 松崎神社渡邊宮司を迎えた研修会

化
を
考
え
て
、
小
さ
い
な
が
ら
一
つ

一
つ
実
行
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
神

社
庁
に
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が

ら
実
行
委
員
会
と
協
議
を
重
ね
て
実

の
あ
る
三
年
間
と
な
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の

ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

鎮
座
地

米
子
市
淀
江
町
一
〇
一
六

御
祭
神

少
彦
名
命

大
山
祇
命

他
三
神

宮

司

安
江
昌
史
氏

（
本
務

日
吉
神
社
）

創
立
年
代
不
詳
。
縁
起
に
よ
る
と

天
正
年
中
、
織
田
信
長
が
主
と
す
る

因
幡
攻
め
の
兵
火
に
か
か
り
、
古
文

書
等
消
失
。
一
五
八
五
年
、
安
芸
国

吉
川
元
長
に
よ
り
再
興
さ
れ
る
。

境
内
に
祀
ら
れ
る
荒
神
さ
ん
の
祭

り
は
「
上
淀
の
八
朔
綱
引
き
」
と
し

て
長
さ
五
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
藁
で

大
蛇
を
作
り
、,

蛇
の
胴
体
を
集
落
で

綱
引
き
を
し
て
奉
納
す
る
。
五
穀
豊

穣
・
無
病
息
災
を
祈
る
年
中
行
事
で

あ
る
。

神
社
紹
介

天
神
垣
神
社

ま
た
、
鳥
居
を
く
ぐ
っ
た
先
の
横

の
階
段
を
上
る
と
、
重
要
文

化
財
の
石
馬
の
所
蔵
庫
が
あ

る
。
こ
の
石
馬
は
五
～
六
世

紀
末
の
上
淀
集
落
の
中
に
あ

る
石
馬
谷
古
墳
か
ら
出
土
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
高
さ
約

九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
・
幅

約
百
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
。
た
て
が
み
、
馬
具
の
彫

刻
が
残
る
。

案
内
し
て
い
た
だ
い
た
宮

司
様
が
「
私
が
子
供
の
頃
、

重
要
文
化
財
の
石
馬

屋
根
も
な
く
、
野
ざ
ら
し
の
ま
ま
の

石
馬
で
遊
び
ま
し
た
。」
と
話
さ
れ
る

の
を
伺
い
、
五
世
紀
以
降
、
造
形
美

術
の
素
材
と
し
て
馬
を
表
現
す
る
こ

と
が
多
く
な
っ
た
日
本
で
生
ま
れ
た

石
馬
が
、
人
間
生
活
の
場
所
で
温
か

く
関
わ
り
、
身
近
に
触
れ
合
っ
て
い

た
こ
と
に
親
し
み
を
感
じ
た
。

天
神
垣
神
社
は
、
因
幡
伯
耆
国
開

運
神
社
の
一
つ
と
し
て
近
年
賑
わ
い
、

境
内
に
は
沢
山
の
絵
馬
が
奉
納
さ
れ

て
い
た
。
現
在
も
信
仰
の
対
象
と
し

て
地
域
と
結
び
つ
き
人
々
の
精
神
的

な
拠
り
所
と
な
り
、
生
活
の
中
に
生

き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
文
責

野
瀬
千
枝
）
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倭
文
神
社
禰
宜

米
原
尊
信

十
年
程
前
に
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
で
観
た
、
と
あ
る
限
界
集
落
の

最
後
の
住
人
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
よ

く
覚
え
て
い
る
。
村
に
一
人
残
る
老

人
が
か
つ
て
賑
や
か
で
あ
っ
た
頃
の

思
い
出
を
語
る
映
像
で
、
や
る
せ
な

い
表
情
が
印
象
的
だ
っ
た
。

語
ら
れ
た
思
い
出
の
中
に
、
神
社

に
村
民
が
集
ま
っ
た
盆
踊
り
の
話
が

あ
っ
た
が
、
こ
の
映
像
が
撮
影
さ
れ

た
頃
に
は
既
に
神
社
の
鳥
居
は
倒
れ
、

社
殿
の
手
入
れ
は
行
き
届
い
て
い
な

か
っ
た
。
神
社
が
最
期
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
る
と
感
じ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

そ
ん
な
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
、「
看
取

ら
れ
る
神
社
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が

気
に
な
っ
て
手
に
取
っ
た
。

著
者
は
日
本
各
地
の
神
社
を
訪
れ

て
「
な
ぜ
そ
こ
に
神
社
が
あ
る
の
か
」

を
研
究
し
て
い
く
中
で
、
過
疎
や
人

口
減
少
の
影
響
に
よ
っ
て
神
社
が
看

取
ら
れ
た
現
場
を
目
の
当
た
り
に
し
、

私
の
お
す
す
め
本

『
看
取
ら
れ
る
神
社

変
わ
り
ゆ
く
聖
地
の
ゆ
く
え
』

そ
れ
を
契
機
に
神
社
や
小
祠
を
は
じ

め
と
し
た
「
聖
地
」
の
最
期
を
探
し

て
調
査
す
る
こ
と
と
な
る
。

本
書
で
は
、
三
つ
の
章
に
分
け
て
、

聖
地
が
、
生
ま
れ
、
育
ち
、
最
期
を

迎
え
る
、
と
い
う
著
者
が
出
会
っ
た

い
く
つ
か
の
事
例
を
説
明
し
、
第
四

章
で
は
「
そ
れ
で
も
聖
地
が
生
き
続

け
る
理
由
」
に
触
れ
て
、
そ
こ
に
見

え
る
「
人
間
に
と
っ
て
聖
地
と
は
何

か
」
を
探
っ
て
い
く
。

著
者
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
聖
地

の
生
き
死
に
は
、
そ
の
場
所
に
手
を

合
わ
せ
、
守
り
続
け
る
人
が
い
る
か

ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
私
た
ち

は
そ
ん
な
聖
地
を
守
り
続
け
て
い
る

『
看
取
ら
れ
る
神
社

変
わ
り
ゆ
く
聖
地
の
ゆ
く
え
』

著

者

嶋
田

奈
穂
子

発
行
所

（
株
）
あ
い
り
出
版

が
、
最
期
を
看
取
る
瞬
間
が
い
つ
か

訪
れ
な
い
と
も
限
ら
な
い
。
そ
の
時

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う

か
。
ま
た
ど
の
よ
う
に
聖
地
を
つ
な

い
で
い
け
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ

ん
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
一
冊

で
あ
る
。
今
神
社
に
手
を
合
わ
せ
、

守
り
続
け
る
人
々
に
ぜ
ひ
読
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。

松
崎
神
社
宮
司

渡
邊
香
里

今
回
、
令
和
八
年
三
月
二
日
か
ら

三
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
「
令
和

七
年
度
神
道
政
治
連
盟
陵
墓
勤
労
奉

時
局
対
策
会
議
に

参
加
し
て

奉
仕
作
業
の
様
子

時
局
対
策
会
議
に

参
加
し
て

仕
並
び
に
第
二
十
四
回
時
局
対
策
連

絡
会
議
」
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。神

道
政
治
連
盟
に
お
い
て
は
、
毎

回
、
時
局
対
策
に
併
せ
て
勤
労
奉
仕

が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
回
は
大
正

天
皇
・
貞
明
皇
后
、
昭
和
天
皇
・
香

淳
皇
后
の
四
陵
か
ら
成
る
「
武
蔵
陵

墓
地
」
に
お
い
て
奉
仕
に
従
事
い
た

し
ま
し
た
。

作
業
内
容
は
、
主
と
し
て
並
木
の

下
に
堆
積
し
た
杉
の
枝
の
撤
去
で
あ

り
ま
し
た
。
折
し
も
花
粉
の
飛
散
す

る
時
季
で
も
あ
り
、
多
く
の
参
加
者

が
絶
え
間
な
い
く
し
ゃ
み
や
目
の
か

ゆ
み
に
耐
え
つ
つ
の
作
業
と
な
り
ま

し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て

も
黙
々
と
奉
仕
に
励
む
姿
に
接
し
、

改
め
て
神
職
の
志
の
高
さ
に
深
い
感

御
下
賜
品
（
お
菓
子
）
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銘
を
受
け
ま
し
た
。
作
業
終
了
後
に

は
、
陛
下
よ
り
御
下
賜
品
（
お
菓
子
）

を
賜
る
栄
に
も
浴
し
、
誠
に
得
難
い

経
験
と
な
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
時
局
対
策
の
一
環
と

し
て
昭
和
天
皇
記
念
館
を
拝
観
し
た

後
、
八
王
子
駅
前
に
お
い
て
研
修
に

参
加
い
た
し
ま
し
た
。
研
修
で
は
、

昭
和
天
皇
記
念
館
の
梶
田
館
長
に
よ

る
『
昭
和
天
皇
実
録
』
編
纂
に
関
す

る
講
義
、
な
ら
び
に
文
芸
評
論
家
・

新
保
祐
司
先
生
に
よ
る
戦
後
レ
ジ
ー

ム
か
ら
の
脱
却
と
日
本
人
の
再
興
に

つ
い
て
の
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
講
義
も
、
現
代
の
日
本
人

が
失
い
つ
つ
あ
る
本
来
の
日
本
人
ら

し
さ
を
い
か
に
し
て
回
復
す
べ
き
か

を
深
く
考
え
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、

誠
に
示
唆
に
富
む
内
容
で
あ
り
ま
し

昭
和
天
皇
記
念
館
に
て

た
。本

勤
労
奉
仕
並
び
に
時
局
対
策
連

絡
会
議
に
は
、
全
国
各
地
よ
り
多
く

の
青
年
隊
員
が
研
鑽
を
積
む
べ
く
参

集
し
て
お
り
ま
し
た
。
次
回
は
、
ぜ

ひ
当
県
か
ら
も
青
年
隊
員
の
方
々
に

御
参
加
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
に
と

っ
て
実
り
多
き
学
び
の
機
会
と
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

去
る
四
月
七
日
（
火
）、
神
社
庁
鳥

取
支
部
及
び
鳥
取
地
区
神
社
総
代
会

合
同
研
修
と
し
て
、
二
十
名
参
加
の

も
と
貸
切
バ
ス
に
て
、
国
生
み
伝
承

の
舞
台
兵
庫
県
淡
路
島
方
面
へ
の
視

察
研
修
旅
行
が
催
さ
れ
た
。

我
が
国
最
古
の
歴
史
書
『
古
事
記
』

や
国
史
『
日
本
書
紀
』
の
始
ま
り
に

あ
る
天
地
開
闢
の
説
話
に
あ
る
伊
弉

諾
尊
・
伊
弉
冉
尊
の
二
柱
神
が
降
り

立
っ
た
「
お
の
ご
ろ
島
」。
国
生
み
の

儀
式
で
最
初
に
誕
生
し
た
淡
路
島
に

赴
き
、
伊
弉
諾
大
神
が
功
績
を
残
さ

れ
た
後
に
余
生
を
過
ご
し
た
と
さ
れ

支
部
研
修
報
告

鳥
取
支
部
研
修
会

る
幽
宮
の
神
陵
に
築
か
れ
た
「
伊
弉

諾
神
宮
」
へ
と
向
か
っ
た
。

昨
年
葺
き
替
え
ら
れ
た
ば
か
り
の

美
し
い
御
社
殿
に
て
正
式
参
拝
を
行

い
、
本
宮
に
伝
承
さ
れ
る
巫
女
舞
奉

納
を
見
学
し
た
。
参
拝
後
は
参
集
所

に
通
さ
れ
、
本
名
孝
宮
司
様
よ
り
ご

挨
拶
と
神
社
縁
起
の
講
話
を
い
た
だ

い
た
。
殊
に
鳥
取
県
内
神
職
と
の
交

流
も
深
く
昵
懇
に
さ
れ
た
思
い
出
話

も
交
え
た
近
し
い
お
話
で
あ
っ
た
。

職
員
総
出
で
の
お
見
送
り
を
い
た
だ

き
そ
の
歓
待
に
名
残
惜
し
み
つ
つ
、

次
の
目
的
地
へ
。
昼
食
の
後
は
「
キ

伊
弉
諾
神
宮
に
て

リ
ン
ビ
ア
パ
ー
ク
神
戸
」
へ
と
赴
く
。

ビ
ー
ル
醸
造
の
原
料
や
工
程
な
ど
へ

の
こ
だ
わ
り
等
、
実
際
に
工
場
内
を

巡
り
な
が
ら
解
説
を
受
け
、
最
後
に

出
来
立
て
の
品
が
供
さ
れ
皆
々
新
鮮

な
味
わ
い
を
堪
能
し
た
。

当
日
は
小
雨
の
天
候
で
あ
っ
た
も

の
の
、
清
々
し
い
神
社
参
拝
が
叶
い
、

帰
路
の
バ
ス
内
で
も
参
加
者
同
士
の

交
流
が
盛
大
に
行
わ
れ
、
来
年
春
開

催
予
定
の
神
宮
参
拝
旅
行
に
向
け
て

大
変
楽
し
く
も
有
意
義
な
合
同
研
修

会
と
な
っ
た
。（

文
責

大
澤
祥
之
）

本
名
孝
宮
司
の
講
話
拝
聴

（５）第１０８号 鳥 取 縣 神 社 廳 報 令和８年６月３０日



宇
倍
神
社
宮
司

金
田
祐
季

昨
年
十
月
二
十
一
日
、
高
市
早
苗

氏
が
内
閣
総
理
大
臣
に
任
命
さ
れ
ま

し
た
。
現
制
度
に
お
け
る
議
会
政
治

の
歴
史
の
中
で
、
初
の
女
性
総
理
が

誕
生
し
、「
ガ
ラ
ス
の
天
井
を
破
っ
た
」

な
ど
と
言
わ
れ
、
日
本
中
が
沸
き
立

ち
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
半
年
余
り
、
今
な
お
そ

の
支
持
率
は
高
水
準
を
維
持
し
て
い

ま
す
。「
女
性
」
と
い
う
こ
と
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
世
襲
議

員
」
で
は
な
く
、「
一
般
家
庭
」
の
ご

出
身
で
あ
る
こ
と
に
も
驚
き
で
す
。

世
襲
で
は
な
い
自
民
党
総
裁
と
い

え
ば
、
最
近
で
は
菅
義
偉
氏
が
思
い

出
さ
れ
ま
す
が
、
他
に
は
す
ぐ
に
思

い
浮
か
び
ま
せ
ん
。
自
民
党
の
よ
う

な
封
建
的
な
組
織
に
お
い
て
、
き
っ

と
、
並
々
な
ら
ぬ
努
力
を
な
さ
れ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
高
市
氏
に

つ
い
て
の
論
評
は
様
々
な
媒
体
に
溢

れ
て
い
ま
す
の
で
、
私
は
ち
ょ
っ
と

違
っ
た
視
点
か
ら
考
察
し
て
み
ま
す
。

高
市
氏
は
こ
れ
ま
で
、
終
戦
の
日

総
理
の
靖
国
参
拝

や
春
秋
例
祭
に
合
わ
せ
毎
年
の
よ
う

に
靖
国
神
社
へ
参
拝
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
同
様
に
靖
国
参
拝
を
し
て
い
た

総
理
大
臣
は
、
安
倍
晋
三
氏
、
小
泉

純
一
郎
氏
が
記
憶
に
新
し
い
で
す
。

こ
の
両
名
は
長
期
政
権
を
築
か
れ

ま
し
た
。
安
倍
氏
は
歴
代
最
長
の
三

一
八
八
日
。
小
泉
氏
は
一
九
八
〇
日
。

総
理
就
任
前
の
参
拝
回
数
を
調
べ
上

げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
在
任

中
十
度
参
拝
さ
れ
た
中
曽
根
康
弘
氏

は
一
八
〇
六
日
。
十
一
度
参
拝
さ
れ

た
佐
藤
栄
作
氏
は
二
七
九
八
日
。
一

度
だ
け
参
拝
さ
れ
た
記
録
が
残
る
大

平
正
芳
氏
が
五
五
四
日
で
最
短
。
そ

の
他
吉
田
茂
氏
以
降
で
靖
国
参
拝
さ

れ
た
総
理
の
在
任
期
間
は
少
な
く
と

も
七
百
日
以
上
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
靖
国
参
拝
さ
れ
る

総
理
は
長
期
政
権
？
と
い
う
仮
説
の

も
と
、
少
し
ば
か
り
調
べ
て
み
ま
し

た
。
そ
の
相
関
関
係
を
正
確
に
証
明

す
る
に
は
総
理
就
任
前
の
参
拝
か
就

任
後
か
、
或
い
は
春
秋
例
祭
日
か
八

月
十
五
日
か
、
真
榊
の
奉
納
の
有
無
、

何
日
務
め
れ
ば
長
期
政
権
と
言
え
る

の
か
等
々
、
考
慮
す
べ
き
も
の
が
多

々
あ
り
、
あ
ま
り
に
も
乱
暴
な
考
察

と
な
り
ま
し
た
が
、
少
な
く
と
も
長

期
政
権
の
傾
向
が
あ
る
と
い
う
こ
と

だ
け
は
言
え
そ
う
で
す
。
果
た
し
て

高
市
総
理
や
い
か
に
。

こ
こ
に
終
戦
八
十
一
年
目
の
夏
を

迎
え
る
に
あ
た
り
私
の
拙
文
を
記
し
、

コ
ラ
ム
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
八
年
六
月
九
日
、
神
社
本
庁

で
開
催
さ
れ
た
、
神
政
連
中
央
委
員

会
の
表
彰
式
で
、
当
本
部
が
地
方
議

員
懇
設
立
の
功
績
に
よ
り
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

神
道
政
治
連
盟
鳥
取
県
本
部

表
彰
の
栄
に
浴
す

◇

表

彰

◇

△
本

庁

（
８
・
２
・
３
附
）

気
高

相
屋
神
社
宮
司

宇
多
川
貴
史

西
部

三
輪
神
社
宮
司

森
山

直
樹

西
部

白
尾
神
社
役
員

遠
藤

量

日
野

熊
野
神
社
役
員

宮
本

正
啓

△
神
社
廳

（
８
・
２
・

附
）

24

鳥
取

長
柄
神
社
役
員

宮
本

美
夫

岩
美

甘
露
神
社
宮
司

山
中

庸
子

西
部

上
道
神
社
宮
司

遠
藤

隆

西
部

熊
野
神
社
禰
宜

山
本

育
郎

西
部

髙
杉
神
社
役
員

馬
田
真
寿
美

西
部

中
高
神
社
役
員

岡
田

聡

日
野

嚴
島
神
社
役
員

佐
々
木
秀
明

△
神
社
本
庁
八
十
周
年
記
念
表
彰

（
８
・
５
・

附
）

20

第
二
項

本
庁
役
員
、
評
議
員
、
神
社
庁

役
員
を
三
期
以
上
勤
続
の
者
及
び
十
年

以
上
勤
続
の
本
庁
神
社
庁
職
員

神
社
庁
庁
長

米
原

尊
仁

神
社
庁
参
事

宇
田
川
和
人

神
社
庁
主
事

小
坂

雅
彦

第
三
項

五
十
年
以
上
勤
続
の
神
職

表
彰
人
事
等
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鳥
取

倉
田
八
幡
宮
宮
司

永
江

則
英

鳥
取

賀
露
神
社
宮
司

岡
村

吉
明

鳥
取

白
兎
神
社
宮
司

河
上

博
一

鳥
取

湖
山
神
社
宮
司

湯
村

正
明

岩
美

御
湯
神
社
宮
司

小
田

哲
郎

八
頭

赤
倉
神
社
宮
司

林

眞

八
頭

隼
神
社
宮
司

竹
尾

雅
詮

気
高

武
宮
神
社
宮
司

池
本

一
悠

気
高

板
井
神
社
宮
司

大
澤

達
彦

中
部

天
乃
神
奈
斐
神
社
宮
司
山
崎

制
義

中
部

松
尾
神
社
宮
司

荒
井

正
徳

中
部

亀
谷
神
社
宮
司

池
本

國
秋

中
部

賀
茂
神
社
宮
司

吉
田

武
章

中
部

諏
訪
神
社
宮
司

後
藤

正
建

西
部

日
御
﨑
神
社
宮
司

門
脇

紀
文

西
部

諏
訪
神
社
宮
司

門
脇

信
憙

西
部

熊
野
神
社
宮
司

山
本

清
明

西
部

貴
布
禰
神
社
宮
司

来
海

邦
彦

西
部

大
港
神
社
宮
司

杉
山

武
敏

西
部

上
津
守
神
社
宮
司

櫃
田

邦
昭

西
部

八
幡
神
社
宮
司

内
藤
和
比
古

西
部

三
輪
神
社
宮
司

森
山

直
樹

西
部

押
平
神
社
宮
司

塚
田

義
昌

第
六
項

教
化
又
は
神
社
の
興
隆
に
功
労

あ
る
者

鳥
取

下
味
野
神
社
宮
司

小
森
治
比
古

鳥
取

聖
神
社
宮
司

松
田

直
也

鳥
取

賀
露
神
社
禰
宜

岡
村

吉
彦

鳥
取

倉
田
八
幡
宮
禰
宜

永
江

吉
邦

八
頭

東
井
神
社
宮
司

田
中

倫
明

八
頭

口
佐
治
神
社
宮
司

伊
福
部
広
司

中
部

照
國
神
社
宮
司

福
田

恭
子

西
部

壹
宮
神
社
宮
司

中
嶋

俊
史

第
七
項

神
社
総
代
又
は
責
任
役
員
と
し

て
功
労
顕
著
な
者

鳥
取

湯
所
神
社
役
員

森
本

秋
衛

岩
美

網
代
神
社
役
員

清
水

博

八
頭

諏
訪
神
社
役
員

中
村

正
直

気
高

加
知
彌
神
社
役
員

植
田

公
平

中
部

灘
郷
神
社
役
員

陶
山
健
太
郎

中
部

天
乃
神
奈
斐
神
社
役
員
田
中

正
人

西
部

日
下
神
社
役
員

仲
田

祐
康

日
野

賀
茂
神
社
役
員

川
上

吉
哉

第
九
項

神
宮
大
麻
頒
布
功
労
者

鳥
取

鳥
取
大
神
宮
禰
宜

大
澤

祥
之

岩
美

美
歎
神
社
宮
司

中
林

國
斎

岩
美

宇
倍
神
社
宮
司

金
田

祐
季

八
頭

私
都
神
社
宮
司

竹
内

宏

中
部

上
小
鴨
神
社
宮
司

井
上

雅
也

西
部

日
御
碕
神
社
宮
司

門
脇

豊
文

西
部

日
下
神
社
宮
司

髙
橋

司
朗

日
野

江
美
神
社
宮
司

梅
林

充

◇

感
謝
状

◇

△
統

理

中
部

倭
文
神
社

氣
海
家
族
代
表

坂
本

弓
代

△
神
社
廳

鳥
取

賀
露
神
社
第
三
生
洋
丸
網
田

隆
寿

鳥
取

賀
露
神
社

宮
根

一
男

鳥
取

賀
露
神
社

濱
橋

要

◇

人

事

◇

△
新

任

西
部

賀
茂
神
社
権
禰
宜

金
田

正
弘

中
部

小
鴨
神
社
禰
宜

井
上

瑞
葵

気
高

潮
津
神
社
権
禰
宜

宮
永

大
瑚

気
高

潮
津
神
社
権
禰
宜

宮
永

清
瑚

△
退

任

八
頭

諸
鹿
神
社
宮
司

春
菜

正
崇

△
帰

幽

八
頭

犬
山
神
社
宮
司

田
中

水
穗

中
部

倉
吉
八
幡
宮
宮
司

會
見

玲
郎

西
部

和
田
御
﨑
神
社
宮
司

櫃
田

春
紀

西
部

粟
嶋
神
社
宮
司

安
江

禎
晃

日
野

高
圀
神
社
宮
司

佐
々
木
武
彦

△
階

位

〈
浄
階
〉

鳥
取

下
味
野
神
社
宮
司

小
森
治
比
古

〈
明
階
〉

岩
美

宇
倍
野
神
社
権
禰
宜

籏
野

真
依

〈
権
正
階
〉

鳥
取

長
田
神
社
権
禰
宜

大
澤

悠
翔

日
野

江
美
神
社
権
禰
宜

梅
林

広

△
身

分

〈
一
級
〉

鳥
取

下
味
野
神
社
宮
司

小
森
治
比
古

〈
二
級
上
〉

八
頭

那
岐
神
社
宮
司

三
輪

信
夫

中
部

亀
谷
神
社
宮
司

池
本

國
秋

日
野

野
上
莊
神
社
宮
司

花
田

敏
子

〈
二
級
〉

西
部

貴
布
禰
神
社
禰
宜

来
海

紀
彦

西
部

福
田
正
八
幡
宮
禰
宜

相
見

拓
紀

八
頭

河
野
神
社
禰
宜

河
野

光
男

日
野

二
部
神
社
禰
宜

安
江
志
浦
子

鳥取縣神社廳
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委
員
長

渡
邊
香
里

鳥
取
県
神
社
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

が
令
和
六
年
五
月
に
運
用
を
開
始
し

て
か
ら
早
一
年
半
が
経
過
し
ま
し
た
。

利
用
数
は
月
平
均
約
五
千
人
で
あ
り
、

利
用
者
は
ほ
ぼ
鳥
取
、
東
京
、
大
阪

の
三
地
方
が
占
め
ま
す
。
人
口
比
か

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
利
用
状
況

ら
考
え
る
と
や
は
り
鳥
取
県
内
の
利

用
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。閲

覧
が
最
も
多
い
ペ
ー
ジ
は
「
鳥

取
県
の
神
社
を
探
す
」
の
ペ
ー
ジ
で

あ
り
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
で
鳥
取
の
神

社
を
調
べ
よ
う
と
し
て
神
社
庁
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。
そ
の
反
面
、
定
期

的
に
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
し
て
い
る
方
は

少
な
い
よ
う
で
す
の
で
、
今
後
は
定

期
的
に
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
を
変
更
し
た

り
特
集
を
組
ん
だ
り
し
て
固
定
の
利

用
者
が
増
え
る
よ
う
な
工
夫
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
神
職
専
用
ペ
ー
ジ
は
申
請

書
類
見
本
や
通
達
文
書
な
ど
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
な
ど
を
徐
々
に
充
実
さ
せ

て
お
り
ま
す
。
神
社
関
係
者
に
有
効

に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
整
え

て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
ど
う
ぞ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
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神
宮
に
は
「
御
敷
地
」
と
よ
ば
れ
る
東
西
に
隣
り
合
っ
た
敷
地
が
あ
る
宮

社
が
あ
り
ま
す
。
二
十
年
毎
に
空
い
て
い
る
敷
地
に
新
し
い
社
殿
が
建
築
さ
れ

て
神
様
に
お
遷
り
い
た
だ
き
ま
す
。
前
回
の
式
年
遷
宮
で
建
て
ら
れ
た
社
殿
は

解
体
さ
れ
た
後
、
御
用
材
は
再
利
用
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
内
宮
に
お
参
り
し
た
と
き
最
初
に
目
に
す
る
宇
治
橋
の
手
前
の
鳥

居
と
、
渡
り
終
え
た
先
に
建
て
ら
れ
て
い
る
鳥
居
は
、
内
宮
と
外
宮
の
御
正
殿

の
棟
持
柱
を
削
り
直
し
た
撤
下
古
材
を
用
い
て
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
鳥
居
は
次
の
式
年
遷
宮
ま
で
の
年
月
を
過
ご
し
た
後
、
解
体
さ
れ
て
伊
勢
の

地
を
離
れ
桑
名
市
の
「
七
里
の
渡
し
跡
」
や
亀
山
市
の
「
関
の
追
分
」
に
送
ら

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
鳥
居
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
さ
ら
に
桑
名
市
で
は
、

そ
の
後
災
害
で
被
害
に
遭
わ
れ
た
神
社
に
復
興
の
木
材
と
し
て
送
り
、
鳥
居
建

て
替
え
の
協
力
者
に
は
干
支
を
書
い
た
絵
馬
を
贈
る
な
ど
、
資
源
を
受
け
継
ぐ

取
り
組
み
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
の
式
年
遷
宮
の
際
に
は
、
鳥
取
県
若
桜
町
の
意
非
神
社
に
お

い
て
も
御
用
材
が
本
殿
の
一
部
に
再
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
他
に
も
神
宮
の
社
殿

や
瑞
垣
な
ど
は
ゆ
か
り
の
あ
る
神
社
に
譲
り
渡
さ
れ
形
を
変
え
な
が
ら
生
か
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
永
く
形
と
し
て
大
切
に
残
す
営
み
に
は
大
き
な
意
味
が
あ

り
、
環
境
を
守
る
意
識
に
繋
が
っ
て
い
く
と
い
え
ま
す
。（

文
責

芦
立
圭
規
）

神
社
豆
知
識

式
年
遷
宮
と
環
境
意
識


